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【専門研究内容】 

次世代エネルギーの水素，または限りある天然ガスなどの炭素系資源に対して，燃焼効率向上などによ
る高度有効利用燃焼技術または燃焼抑制による安全利用技術を開発する観点から，主に次のテーマ(1)～
(3)で研究を実施しています。特に，燃焼場における混合気を構成する各成分の分子拡散特性の重要性に
着目し，燃焼を促進も抑制も出来る制御技術を提案しています。さらに，教材や高性能小型化を目指した
ハイブリッド･ロケット，さらに難燃性木質系バイオマスの燃焼技術の開発研究も実施しています。 
テーマ： 
(1)「水素－炭化水素(eFuel)混合気の乱流燃焼制御技術」 
(2)「水素－炭化水素(eFuel)混合気の着火＆微小火炎の燃焼制御技術」 
(3)「水素－炭化水素(eFuel)混合気の爆発・爆ごうの防止技術」 
(4)「教材用&小型高性能ハイブリッド･ロケット」 
(5)「難燃性木質系バイオマスの燃焼技術」 

キーワード：水素燃焼，乱流燃焼，着火，天然ガス燃焼，安全利用，内燃機関，ロケット，科学教育，バ
イオマス燃焼 

【本 RU研究との関連性】 

 本研究で開発している混合気の分子拡散特性に着目した着火から乱流燃焼速度を制御する技術は、
eFuelの燃焼エネルギーを高度有効利用および安全利用することにも応用できます。また、従来のエンジ
ンは要求される負荷に合わせて回転数や吸入空気量を変化させ出力を変えていましたが、本技術により
「混合組成を制御」により出力を制御するまったく新しエンジンを提案することも可能です。さらに、こ
の技術は、上述のように eFuel のような多様な燃料に最適な燃焼条件を設定することも可能ですが、逆
に燃焼条件に最適な eFuelを設計することにも利用できると考えています。 
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